
エスビックのカーボンニュートラル

未来を積み上げよう未来を積み上げよう
エスビックのSDGsエスビックのSDGs

パラレル・透水性60

シャビー80

オールラウンドペイブ・透水性80

誘導サポートペイブ透水性60

オールラウンドペイブ・透水性60
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ランキング 商品名 セメント製品比削減率

インターロッキングブロック
48.5%

48.3%

47.7%

47.5%

46.9%

スクエアＣ・型枠

スマートＣ・型枠

ＲＥＣＯＭ フラット150

ＲＥＣＯＭ フラット180

ＲＥＣＯＭ フラット200
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ランキング 商品名 セメント製品比削減率

擁 壁
57.6%

56.7%

50.3%

49.2%

48.9%

ウルトラＣ126

ウルトラＣ150

スマートＣ120

スクエアＣ150

スクエアＣ120
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ランキング 商品名 セメント製品比削減率

※：産業連関表ベースの排出原単位より算出。

デザインブロック
62.5%

61.5%

61.3%

61.3%

61.0%

※2018年度比

■セメント製品※比CO2排出量削減率商品トップ5（2023年度実績）

2025 New Line UP
CO2排出量を65%削減（当社比）した「低炭素型」インターロッキングブロック
高炉スラグ微粉末とエコセメントを使用。

2025年夏発売

ローカーボン・ペイブ

ローカーボン・ペイブに使用するコンクリートの
材料由来のCO2排出量削減率の例

コンクリートブロック業界初！

中小企業SBT認定を取得中小企業SBT認定を取得

エスビック㈱は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

エスビックは2030年までに

エコセメント 高炉スラグ微粉末
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0%
ローカーボンペイブ
（基層材料）

当社従来品
（普通インター・基層材料）

50％削減

を目指します！！CO2排出量の 50％削減※

自社で排出されるCO2

燃料の燃焼

燃料の転換
（A重油→LPG・都市ガス）

太陽光発電
（再エネ投資の導入）

社用車のHV化・
フォークリフトのEV化

電気の使用
製品の仕様、廃棄など
自社から供給された先で

排出されるCO2

［下流］

製品の仕様
販売した製品の廃棄

Scope3

原材料、配送、通勤など
自社に供給する過程で
排出される CO2

［上流］

Scope3 Scope2Scope1

その他

購入品（原材料など）
輸送・配送

事業から出る廃棄物

その他 OIL
エコセメント

＋
高炉スラグ微粉末

割合は、
高炉セメントB種相当

材料由来の
CO₂排出量
削減率

65%

高炉スラグ微粉末
と

少量のエコセメント

骨材骨材 混和剤混和剤



2030年までにCO2排出量の50％削減※を目指します!!
※2018年度比

環境に対するエスビックの歩み

1952年

エスビック創業 混合セメントへの転換

・高炉セメントの使用
・エコセメントと高炉スラグ
 微粉末を自社混合

2023年のCO2排出量実績

CO2排出量削減への取り組み

エスビックは2022年に中小企業SBT認定を取得しました。
中小企業SBTで削減目標となるのはScope1・Scope2で排出されるCO2です。

Scope3に関しても削減を目指します。

2018年実績

2023年実績

５年間の削減実績

2030年目標

●　 コンクリートブロック養生の効率化、及び燃焼効率のよい燃料の使用（LPG・都市ガス）
●　 自社工場(つくば工場)に自家消費型太陽光発電システムを設置。

 使用電力の約15％は太陽光発電による電力で供給。
●　 営業社用車34.6％をHV、フォークリフト24.0％をEV化。（2024年9月現在）
●　 電力によるCO2排出量ゼロ（本社、高崎事業所、みさと工場、つくば工場（一部）：CO2フリー電力を使用）

環境配慮材料の使用により、循環型社会へ貢献するコンクリートブロックを製造。

2004年

養生室の燃料転換

養生で使用する燃料を
A重油からLPG・都市ガスへ
転換開始

2011年

新型養生設備の導入

綿貫工場・高崎工場で、
原単位当たりの燃料使用量を
約24％削減

2019年

中小企業SBT認定の取得

コンクリートブロック業界
として初めて
中小企業SBT認定を取得

その他に…
• 産業車両の電動化、社用車のHV化
• ペーパーレス化
• 自家消費型太陽光発電の設置

2022年

SDGs推進社内
プロジェクト発足

CO2排出量
50％削減（目標）

2023年 2030年

太陽光発電所設置

2012年

※セメントを置換していない場合と比較

Scope1 ： 4.6%
Scope2 ： 3.4%

Scope3 ： 92.0%

カテゴリ1 ： 54.1%

その他 ： 3.5%

カテゴリ12 ： 16.9%

カテゴリ9 ： 1.2%

カテゴリ5 ： 0.5%

カテゴリ4 ： 15.8%

2023年
CO2排出量実績

Scope1： 3,010（tCO2）
Scope2： 2,225（tCO2）
Scope3： 60,579（tCO2）

※カテゴリ10,13,14,15は該当項目がないため除く

Scope1 ： 直接排出 （燃料）

Scope2 ： 間接排出（電力）

Scope3 ： Scope1 , 2以外の間接排出

カテゴリ1 ： 購入した製品・サービス

カテゴリ4 ： 輸送、 配送 （上流）

カテゴリ5 ： 事業から出る廃棄物

カテゴリ9 ： 輸送、 配送（下流）

カテゴリ12 ： 販売した製品の廃棄

その他（カテゴリ2,3,6,7,8,11）

❶ 燃料使用の効率化・電力の置き換えの推進（Scope1・Scope2）

循環型社会へ貢献！！

❷ 環境配慮材料の使用（Scope3）

▲29.7％

2023年2018年
（基準年）

2030年

Scope1：
4,244 tCO2

Scope2：
3,201 tCO2

Scope1：
3,010 tCO2

Scope2：
2,225 tCO2 50％削減50％50％50％削減削減削減

都市ごみ焼却灰を主原料とする
セメント。
エスビック自社製品の約99％で
エコセメントを使用しています。

一般廃棄物の焼却灰等を
高温融解した再生骨材。
インターロッキングブロックに
使用し、順次使用品種を拡大中！

溶融スラグ骨材エコセメント
鉄を製造する際の副産物。
エスビックでは、品質向上と環境
負荷低減の両立のため、ライフ
サイクル全体を考慮した、最適な
置換率の検証を進めています。

高炉スラグ微粉末

ごみ焼却灰の
埋立処理の削減 CO2排出量の削減 CO2

エコセメント
2024年度使用量

約2.3万ｔ
都市ごみ

約100万人分
再利用

CO2
約1.2万ｔ
削減

高炉スラグ微粉末
2024年度使用量

約1.7万ｔ


